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研究成果の概要（和文）：変形性顎関節症におけるLIPUSの効果を評価した。12週齢Wistar系雄性ラット24匹を
対照群、LIPUS群、MIA群、MIA＋LIPUS群の4群に分けた。MIA群とMIA+LIPUS群には軟骨損傷のためにMIAを投与し
た。4群全て毎週CT撮影した。LIPUS群、MIA+LIPUS群は16から20週齢までの4週間毎日LIPUS照射した。18週齢で
MIA + LIPUS群は、MIA群より有意に下顎骨の骨密度、骨量、骨体積が増加し、18週齢と20週齢の間に有意差は認
められなかった。LIPUS照射2週間後に高い骨形成が認められたことでTMJOAに対するLIPUSによる下顎頭の修復効
果が認められた。

研究成果の概要（英文）：This study evaluated LIPUS effects in a rat TMJ-OA model. OA-like lesions 
were induced in the TMJ with low-dose MIA injections. Twenty-four 12-week-old male Wistar rats were 
divided into 4 groups: control, injected with contrast media at 12 weeks and observed to 20 weeks; 
LIPUS, injected with contrast media at 12 weeks and LIPUS performed from 16 to 20 weeks; MIA, 
injected with MIA at 12 weeks and observed to 20 weeks; and MIA+LIPUS, injected with MIA at 12 weeks
 and LIPUS performed from 16 to 20 weeks. BMD, BMC and BV were evaluated weekly with micro-CT. At 20
 weeks of age, MIA+LIPUS group had significantly higher values than the MIA group did. The 
comparison of weekly results showed the MIA+LIPUS group showed a significant increase in BMD, BMC, 
and BV from 16 to 18 weeks. 
LIPUS had significant therapeutic potential for treating TMJ-OA lesions in a 2-week period and it 
has non-invasive effects on the healthy mandibular condyle.

研究分野： 顎関節の組織学的研究

キーワード： 顎関節　変形性関節症
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１．研究開始当初の背景 
軟骨は自己修復能の低い組織であるため、

変形性関節症の退行性病変が生じた場合、完
全な回復は困難である。近年、骨・軟骨の修
復に対する超短波治療が注目され始めてい
るが、骨に関する報告がほとんどであり軟骨
に関する報告は少ない。 
また、顎関節領域に関する報告は未だほとん
ど存在しない。そこで、今回我々は下顎頭軟
骨損傷モデルを作製し、そこに超短波刺激を
ある条件下で一定期間照射することで生じ
る治癒過程について検討することとした。 
歯科矯正治療の臨床において、しばしば変形
性顎関節症を有する不正咬合に遭遇するが、
その治療法は未だ確立されていない。下顎頭
軟骨修復の治療法を考案することは重要な
課題であり、医学への貢献は大きいと言える。 
 
２．研究の目的 
変形性顎関節症のラットモデルにおいて、

低強度パルス超音波（Low Intensity Pulsed 
Ultrasound Stimulation; LIPUS）の効果を
形態学的、組織学的に評価すること。 
 
３．研究の方法 
12 週齢 Wistar 系雄性ラット 24 匹を

Control 群、LIPUS 群、MIA 群、MIA＋LIPUS
群の 4 群に分け、実験を行った。MIA 群と
MIA+LIPUS 群には下顎頭軟骨を損傷するため
に、Monoiodo-acetate(MIA)という薬物を上
関節腔に注入した。4 群全てに対して毎週マ
イクロ CT を撮影を行った。LIPUS 群、
MIA+LIPUS 群は 16 週齢から 20 週齢までの 4
週間毎日 LIPUS 照射を行った。 
 
４．研究成果 

本研究はラットを用いた変形性顎関節症
(TMJOA)のモデルにおいて、低強度パルス超
音波（LIPUS）の効果を評価したものである。
18 週齢において、MIA + LIPUS 群は、MIA 群
と比較して有意に下顎骨の骨密度、骨量、骨
体積が増加しており、18 週齢と 20 週齢の間
に有意差は認められなかった。LIPUS 照射 2
週間後に高い骨形成が認められたことから、
TMJOA モデルに対する LIPUS による下顎頭の
骨組織に対する修復効果が認められた。今後
は軟骨に対する効果について引き続き研究
し、明らかにしていきたい。 
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